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「夏季晴天時における新国立競技場周辺域の樹冠解像熱環境シミュレーション」について 

 本分科会では、2014年 5月にスポーツ振興センターにより公表された新国立競技場の案

には、人工地盤上にほとんど樹木がなく、盛夏に開催されるオリンピックにおいては熱環

境上、極めて過酷になると判断し、独立行政法人海洋研究開発機構地球情報基盤センター

の協力をえて熱環境の分析を行った。検討を行ったものは、2014年 5月の案と人工地盤を

見直し森とせせらぎを再生した案であり、地球シミュレーターを用いて比較を行った。 

方法は、独立行政法人海洋研究開発機構による都市３次元放射モデルと樹幹解像樹木モ

デルを実装した大気海洋結合数値モデル MSSG を用いて行い、明治神宮外苑周辺５km 四方

を対象とする非定常数値シミュレーションを実施し、新国立競技場建設後の熱環境の解析

を行った。気象条件には、“典型的なヒートアイランド現象の状況”が見られた 2007年８

月 11日のデータを用いた。この日、日本付近は太平洋高気圧に覆われており、東京では、

一日を通して晴天で、最高気温が 36.4℃に達した。日射量が最大となる 12:00を開始時刻

に設定し、30分間のシミュレーションを実施した。その結果、以下の解析結果を得た［９］。 

・森とせせらぎ再生案では、競技場の周囲の気温が現行案より平均 0.5℃、最大 2.1℃程度

低くなり得ることが明らかになった。 

・都市３次元放射モデルにより得られた放射フラックスを用いて算出した競技場の周囲の

暑さ指数（WBGT 指数）は、森とせせらぎ再生案では、現行案より平均 1.0℃、最大 4.6℃

程度低くなり得ることが明らかになった。 

暑さ指数（WBGT指数、Wet-Bulb Globe Temperature）は、人が感じる暑さは、気温と湿

度だけでなく、日射や周囲の高温の地表面や壁面からの赤外放射の強度にも依存する。そ

こで、人の感じる暑さについて検討するために、暑さ指数（WBGT指数）が開発され、過酷

な熱環境における熱中症リスクを評価するための指標として用いられている。 

この解析結果は、森とせせらぎの再生が、熱環境の改善に向けた、一つの可能性を示し

たものである。本分科会活動の学術的成果として、以下に掲載する。 
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図 19 暑さ指数の相違の検討 
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